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継

守
を

　本町には、「国史跡多田銀銅山遺
跡（銀山地区）」や「戸

と が く し

隠神社本殿
（肝川地区）」など、長い歴史の中で、
今日まで守り伝えられてきた貴重な

「文化財」があります。
　文化財には、建造物や絵画、彫刻
や工芸品などの「有形文化財」のほ
か、衣食住・生

な り わ い

業・信仰・祭りな
ど、地域ごとに残る風俗慣習、民俗
芸能、民俗技術を指す「無形民俗文
化財」など 6 種類に大別されます。
いずれもその当時の人々の生活や文
化などを知ることができる資料とし
て、後世へ遺すべき財産が「指定文
化財」として、守り継がれています。

後世に受け継ぐ
　　　貴重な財産

失われつつある
　　伝統行事
　現在町では、国指定文化財 2 件、
県指定文化財 10 件、町指定文化財
23 件、国登録有形文化財 2 件が登
録されています。そのうち、当時の
趣きや特色を残す「杉生 西畑の練
り込み」、「柏原の練り込み（休止
中）」、「三矢の儀式」の 3 件を町の
無形民俗文化財として指定していま
す。
　形が残っている有形文化財に対し
て、無形民俗文化財は人から人に「伝
える」ことにより成り立つものが多
く、伝える人、受け継ぐ人がいなけ
れば後世へ遺していくことができま
せん。
　このため、現代まで受け継がれて
きた無形民俗文化財は、古くから地
域の人たちの力で守られてきた貴重
な財産なのです。

伝
統
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守
る

　

近
年
、
少
子
高
齢
化
や
過
疎
化
な
ど
に
よ
る
担
い
手
不
足
か
ら
、
地
域
で
受
け
継

が
れ
て
き
た
祭
り
や
風
習
な
ど
の
伝
統
行
事
が
減
少
し
て
き
て
い
ま
す
。

　

今
号
で
は
、
伝
統
行
事
を
受
け
継
ぎ
、
こ
れ
か
ら
も
残
し
て
い
こ
う
と
す
る

「
杉す

ぎ
お生 

西に
し
は
た畑
の
練
り
込
み
」、「
三さ

ん
や矢
の
儀
式
（
民
田
地
区
）」
の
取
り
組
み
と
、

地
域
の
人
た
ち
の
想
い
を
紹
介
し
ま
す
。

▼
問
合
せ　

社
会
教
育
室
（
☎
７
６
７
・
２
６
０
０
）
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杉
生 

西
畑
の
練
り
込
み
で
は
、「
練

り
子
」
と
よ
ば
れ
る
子
ど
も
た
ち
が
本

格
的
な
化
粧
を
施
し
、
八
坂
神
社
の
境

内
に
あ
る
舞
台
で
「
忠ち

ゅ
う
し
ん
ぐ
ら

臣
蔵
」
な
ど
の

歌
舞
伎
の
名
場
面
や
獅
子
舞
な
ど
を
演

じ
、
天
下
泰
平
や
五ご

こ
く
ほ
う
じ
ょ
う

穀
豊
穣
、
家
内
安

全
を
祈
り
ま
す
。

　

練
り
子
は
「
提ち

ょ
う
ち
ん灯
持
ち
」「
赤あ

か
じ
ゅ
ば
ん

襦
袢
」

「
紋も

ん
つ
き付
」
の
３
集
団
で
構
成
さ
れ
て
い

ま
す
。「
提
灯
持
ち
」
は
３
歳
ぐ
ら
い

か
ら
幼
稚
園
ま
で
の
幼
児
が
赤
襦
袢
に

た
す
き
が
け
で
親
に
付
き
添
わ
れ
て
提

灯
を
持
ち
ま
す
。「
赤
襦
袢
」
は
幼
稚

園
か
ら
小
学
校
低
学
年
頃
ま
で
の
子

が
、
赤
襦
袢
に
刀
や
槍や

り

・
な
ぎ
な
た
な

ど
を
、「
紋
付
」
は
小
学
校
高
学
年
頃

か
ら
中
学
生
ま
で
の
子
が
歌
舞
伎
の
名

場
面
を
、
太
鼓
の
音
頭
に
合
わ
せ
て
そ

れ
ぞ
れ
所
作
を
行
い
ま
す
。

　

練
り
子
の
ほ
か
に
も
、
会
場
設
営
や

当
日
の
警
備
な
ど
、
全
て
杉
生
、
西
畑

の
両
自
治
会
や
消
防
団
な
ど
、
地
域
住

民
が
協
力
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。
↖

杉生 西畑
　　　練り込み

地
域
の
安
全
を
願
っ
て

　

私
が
子
ど
も
の
頃
は
子
ど
も
の
数
も

多
く
、
60
～
70
人
の
練
り
子
が
い
ま
し

た
。
夜
に
外
に
出
る
こ
と
が
少
な
か
っ

た
時
代
で
す
か
ら
、「
練
り
込
み
の
夜

は
外
に
出
て
、
み
ん
な
で
お
祭
り
に
行

け
る
」
と
子
ど
も
心
に
ワ
ク
ワ
ク
し
た

も
の
で
す
。

　

し
か
し
、
少
子
化
の
影
響
で
年
々
子

ど
も
の
数
が
減
少
し
、
今
年
は
21
人
で

し
た
。
人
数
が
減
っ
た
の
で
、
演
じ
る

歌
舞
伎
の
演
目
も
減
っ
て
き
て
い
ま

す
。

　

一
方
で
、
地
域
に
残
っ
て
い
る
20

～
40
代
の
若
者
は
「
子
ど
も
の
頃
か

ら
参
加
し
て
い
る
祭
り
が
好
き
」
と
、

一
生
懸
命
練
り
込
み
を
盛
り
上
げ
て

く
れ
て
い
ま
す
。
杉
生
、
西
畑
地
区

で
育
っ
て
、
練
り
込
み
に
関
わ
っ
て

き
た
中
で
、「
こ
れ
か
ら
も
祭
り
を
残

し
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
」
と
い

う
使
命
感
み
た
い
な
も
の
も
持
っ
て

く
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
ま
た
、
今
年
は
町
外
か
ら
移
住

し
て
き
た
若
い
人
も
参
加
し
て
、
一

緒
に
祭
り
を
盛
り
上
げ
て
く
れ
ま
し

た
。

　

こ
れ
か
ら
も
次
の
世
代
の
若
者
た
ち

が
中
心
と
な
り
、
地
域
の
安
全
を
守
る

大
切
な
行
事
と
し
て
、
練
り
込
み
を
続

け
て
い
っ
て
く
れ
る
の
で
は
な
い
か
と

頼
も
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

一
丸
と
な
っ
て
継
承

　 練 り 込 み に 参 加 す る よ う に な っ
て、今年で 2 人とも 7 年になりまし
た。小さい頃は、天狗のお面や獅子
舞がすごく怖かったことを今でも覚
えています。それにも何とか慣れて、

「提
ちょうちん

灯持ち」から「赤
あ か じ ゅ ば ん

襦袢」、「紋
も ん つ き

付」と、
これまで色んな役をやってきました。
　紋付では、着物を着て練り歩いた
り演技をしたりするので、とても動
きにくいです。特に女役の場合は、
カツラが重たくてとても大変です。
でも、小学校の友だちや先生が毎年
見に来てくれるのが嬉しくて、「頑張
ろう！」って思います。また、中学
生になって会うことが減ってしまっ

た年上の友だちと話せたり、遊んだ
りできるので、こういう機会があっ
てよかったと思います。
　昔に比べて、子どもの数が少なく
なってきて、練り込みを続けていく
ことが大変になってきているのは、
私たちにもわかります。私たちが大
人になったら、地元の友だちと協力
して、慣れ親しんできた練り込みを
残していけたらいいなと思います。

大人になっても
           続けていきたい

姉妹で練り込みに参加

西
にしたに

谷 美
み さ き

咲さん（12 歳）

　　 美
み は る

春さん（   9 歳）

　「練り込み」は、両地区の氏
う じ が み

神「素
す さ の お の み こ と

盞嗚尊」を祭神とする「八坂神社」の秋祭り恒例行事で、
毎年 10 月中旬頃に行われています。
　練り込みは、江戸時代前期から、その前身となる「雨乞いの儀式」として行われ、江戸
時代後期には現在のような形で行われるようになりました。

INTERVIEWS INTERVIEWS

　私は田舎暮らしに憧れて、7 年前
に大阪から西畑地区に移住してきま
した。移住以降、消防団の一員とし
て練り込みに関わり、準備や片付け、
当日の警備などを行ってきましたが、
参加したことはありませんでした。
　舞台や太鼓の様子を見ていて、「かっ
こいいな」と思っていましたが、地域
の伝統行事に、移住してきた自分が
入っていく勇気はありませんでした。
　今年、地元の人から「太鼓の人が
足りない」と言われ、「僕でよければ
やらせてもらえませんか？」と言い
ました。すると「ぜひやって！あり
がとう！」と言っていただき、地域

の人に受け入れてもらえた、という
気持ちになり、嬉しく思いました。
　太鼓の所作は地元の人に教えてもら
いましたが、想像していたよりも難しく、
伝統を受け継ぐ大変さを感じました。
　数年前から私の子どもも練り子と
して参加させてもらっており、今回
初めて子どもと一緒に参加すること
ができ、嬉しかったです。
　これからも、微力ながら地元の皆
さんと一緒に伝統を守り、伝えてい
きたいと思っています。

練り込みで太鼓を担当

岡
おかもと

本 充
みつひろ

広さん（42 歳）

地域の一員として
　　　守っていきたい

右が美咲さん左が美春さん
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杉生 西畑の練り込み保存会

　会長　福
ふ く だ

田 康
や す し

司さん
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三
矢
の
儀
式
で
は
、「
初う

い
と
う頭
」
と
呼

ば
れ
る
元
服
を
迎
え
る
者
の
親
子
が
儀

式
に
臨
み
ま
す
。
ま
た
、「
相あ

い
と
う頭
」
と

呼
ば
れ
る
前
年
の
初
頭
も
指
導
役
と
し

て
参
加
し
ま
す
。

　

矢
を
射
る
の
は
、
初
頭
、
相
頭
そ
れ

ぞ
れ
の
親
の
方
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ

れ
の
子
ど
も
か
ら
矢
を
受
け
取
り
、
子

ど
も
の
成
長
に
感
謝
し
、
将
来
の
無

事
・
繁
栄
を
祈
っ
て
矢
を
放
ち
ま
す
。

　

そ
の
年
に
射
ら
れ
た
的
は
、
初
頭
が

後
ろ
を
振
り
向
か
ず
一
目
散
に
持
ち
帰

り
、
１
年
間
初
頭
の
家
の
屋
根
に
祀
り

ま
す
。

　

大
正
時
代
頃
に
は
40
軒
ほ
ど
あ
っ
た

氏
子
が
現
在
は
15
軒
ま
で
減
少
し
、
子

ど
も
の
数
も
減
っ
た
の
で
、
該
当
者
の

い
な
い
年
が
増
え
て
き
ま
し
た
。
そ
れ

で
も
、
江
戸
時
代
か
ら
続
く
地
元
の
伝

統
行
事
を
守
り
、
伝
え
る
た
め
に
大
人

が
代
役
を
務
め
、
少
し
ず
つ
形
を
変
え

な
が
ら
も
儀
式
を
残
し
て
き
ま
し
た
。

　

昨
年
、
一
昨
年
と
台
風
で
神
社
が
被

災
し
、
儀
式
の
存
続
も
危
ぶ
ま
れ
ま
し

た
が
、
修
復
な
ど
に
多
く
の
人
か
ら
の

寄
付
、
県
や
町
の
補
助
金
な
ど
を
い
た

だ
き
、
今
年
復
活
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
今
年
は
猪
名
川
甲
英
高
等
学
院

の
生
徒
た
ち
に
初
頭
、
相
頭
の
子
ど
も

役
で
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
非
常
に
活

気
の
あ
る
儀
式
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

私
た
ち
に
と
っ
て
は
、
こ
の
儀
式
の

準
備
や
当
日
の
運
営
な
ど
を
行
う
こ
と

が
地
域
住
民
同
士
の
つ
な
が
り
を
深
め

る
機
会
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
回

の
よ
う
に
多
く
の
人
に
関
わ
っ
て
い
た

だ
く
こ
と
で
、
地
域
外
の
人
た
ち
と
も
交

流
す
る
場
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
こ
の
伝
統
を
守
り
、
で

き
る
限
り
後
世
へ
伝
え
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

民
田
・
三
矢
の
儀
式

三矢の儀式保存会

会長　谷
たに

 清
きよし

さん

　子どもの頃から毎年三矢の儀式を
見てきて、小学生の頃は手作りの弓
矢で儀式ごっこをして遊んだりして
いました。
　中学生の頃には、私たちもこの儀
式を受けました。正直、私たち自身
は「これで大人の仲間入りをした」
という実感はありませんでしたが、
親がすごく喜んでいたことは今でも
よく覚えています。
　私たちにとって、三矢の儀式は正
月行事の一つとして昔から慣れ親し
んできたものです。「これからも何と
かして引き継いでいきたい」と思っ
ている中で、昨年、一昨年は儀式を

行うことができませんでした。
　儀式の復活に向けて、神社の復旧
に寄付をいただいた方など、多くの
人に様々な形で助けていただき本当
に感謝の気持ちでいっぱいです。
　当日もたくさんの人に見に来てい
ただき、とても励みになりました。
また来年もぜひ皆さんに見に来てい
ただき、一緒に盛り上げていただけ
ればと思います。

応援を励みに、
　儀式を続けていきたい

　

猪
名
川
町
の
民
俗
芸
能
と
い
え
ば
、

杉
生 

西
畑
の
練
り
込
み
、
民
田
の
三

矢
の
儀
式
、
ほ
か
の
地
域
で
は
獅
子
舞

な
ど
も
大
切
に
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

歌
舞
伎
の
所
作
を
取
り
入
れ
た
練
り

込
み
は
、
江
戸
時
代
末
期
か
ら
明
治
に

か
け
て
誕
生
し
ま
し
た
。
民
田
の
三
矢

の
儀
式
は
、
年
頭
に
魔
を
払
う
弓
神
事

が
、
成
人
式
と
村
入
り
の
儀
式
と
し
て

伝
え
ら
れ
て
き
た
も
の
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
民
俗
芸
能
は
地
域
の
結

び
つ
き
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
き

ま
し
た
。
東
日
本
大
震
災
後
に
復
活
し

た
民
俗
芸
能
は
、
多
く
の
人
の
心
を
癒

し
、
地
域
を
越
え
て
「
人
の
輪
」
を
広

げ
て
い
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
三
矢
の
儀
式
も
台
風
の
被
害

を
乗
り
越
え
、
支
援
の
輪
の
広
が
り
と
、

地
域
の
交
流
の
中
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
民

俗
芸
能
は
、
こ
う
し
た
多
く
の
人
の
輪
に

よ
っ
て
伝
え
ら
れ
て
い
き
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
、
地
域
は
も
ち
ろ
ん
、
町
の
人

た
ち
の
手
で
大
切
に
し
た
い
も
の
で
す
。

形
を
変
え
な
が
ら
も

　
　
　
　
　
守
り
伝
え
る

令和 2 年の初頭・相頭役

 辻
つじ

   隆
た か し

史さん（60 歳・右）

熊
く ま い

井 智
ともあき

明さん（50 歳・左）

INTERVIEWS

　

毎
年
１
月
６
日
に
民
田
八
幡
神
社
の
年
頭
行
事
の
「
お
頭と

う

祭さ
い

」
と
し
て
行
わ
れ

て
い
る
「
三
矢
の
儀
式
」
は
、
氏う

じ
こ子
の
長
男
の
元
服
（
成
人
式
）
を
祝
い
、
無
病

息
災
や
五
穀
豊
穣
を
願
う
魔
除
け
の
的
を
射
る
儀
式
と
し
て
、
江
戸
時
代
初
期
に

始
ま
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
表
面
に
二
重
丸
、
裏
面
に
は
逆
さ
ま
に
「
鬼
」

と
書
い
た
的
に
２
本
、
そ
の
年
の
恵
方
に
１
本
、
合
わ
せ
て
３
本
の
矢
を
射
る
こ

と
が
そ
の
名
の
由
来
で
す
。

的の裏に逆さまの「鬼」

神社へ供える「こべら餅」づくり

氏子が全員で杯
さかずき

を交わす

子から親へ 3 本の矢を渡す境内に備えた千本矢と御幣

初頭、相頭の記念撮影

屋根に祀られた魔除けの的

町文化財審議委員会

委員長　久
く げ

下 隆
た か し

史さん

伝
統
の
継
承
が

　
　
交
流
の
き
っ
か
け
に

縁起物のしめ縄

八幡神社の外観

被災した八幡神社

「
人
の
輪
」
で
つ
な
ぐ

　
　
　
　
　
　
民
俗
芸
能
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第 18 回

公民館フェスタ
とき　3 月 1日 日
　　　午前 10 時～午後 4 時

ところ　生涯学習センター

　公民館登録グループが展示ブースやス
テージ上で日頃の活動成果を発表しま
す。是非お立ち寄りください。
▶オープニングセレモニーゲスト　イナ
ウィンズ
※出演団体、発表順など詳細は
町ホームページ
▶問合せ　中央公民館（☎ 766
− 8432）

▶受講期間　前期＝ 4 月中旬～ 8 月上旬、後
期＝ 8 月下旬～ 12 月上旬
いずれも毎週土曜日午前 9 時 30 分～ 11 時
30 分、全 15 回（うち 7 回講義）
▶内容　万善地内（道の駅いながわ周辺）の実
習農場で 1 人あたり 10㎡程度の農地を使い、
前期は春～夏野菜づくり、後期は秋～冬野菜づ
くりの理論と実技を学ぶ（収穫した野菜は持ち
帰り可）
▶費用　前期・後期各 6,000 円
▶定員　先着 20 人
▶ 申 込・ 問 合 せ　 ３ 月 31 日 ま で に NPO 法
人「元気ファーマいながわ」 秋澤さん（☎・
F 766 − 2307）　

野菜づくり講座 ～第 8 期受講生募集～

ランチといちご狩りで
楽しいひとときを

猪名川町縁結びイベント♡

いちごいちえの
　　　縁結び

▶とき　３月 7 日 ( 土 ) 午前 10 時～午後 3 時
▶ところ 　創作和食＆ CAFE 想

そ う げ つ

月、北山いちご農園（い
ずれも広根）※能勢電鉄日生中央駅から送 迎あり
▶対象　次の条件を全て満たす人
　①男女とも年齢 25 ～ 40 歳くらいの独身の人
　②真剣な出会いを求めている、猪名川町に興味のある人
▶定員　男女各 12 人（多数抽選）
　　　　※最少催行人数 16 人
▶参加料　4,000 円
▶申込　24 日までに町ホームページから電子申請→
▶問合せ　こども課（☎ 767−7477）

▶ところ　文化体育館
▶入場料　前売＝2,600円（当日3,000
円）※全席指定、3 歳以上有料
▶販売日　2 月 5 日～
▶チケット販売所  文化体育館、日生住
民センター、ふらっと六瀬、ふるさと館、
阪急オアシス日生中央店、シャディサラ
ダ館川西清和台店、マルゼン薬局畦野
店、イオン猪名川店、道の駅いながわ、
ローソンチケット〔Ｌコード＝52085〕
▶ 問 合 せ　 同 館（ ☎ 766
− 7400）※詳細は町ホー
ムページ

よ し も と お 笑 い バ ラ エ テ ィ シ ョ ー ＆ 吉 本 新 喜 劇

すっちー座長が
猪名川町にやって来る！

▶とき　3月14日（土）
　　　　

午後 2 時 30 分～（開場 =2 時）
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高
齢
化
率
（
％
）

　町の平成 30 年度末の 65 歳以上の人口は
8,921 人で、前年度と比べて 286 人増加し
ています。町の高齢化率は 28.7% となって
おり、年々上昇傾向にあります。
　介護保険のサービスを受けるために必要
な要介護認定を受けた人の数は 1,513 人と、
65 歳以上の人口に対して 17％が認定を受け
ています（図 1）。
　介護保険サービスの平均利用者数は、在宅
サービス利用者が 766 人、施設サービス利
用者が 228 人となっています。施設サービ

ス費は平成 27 年度に減少したものの、要介
護認定者数の増加により、施設サービス費と
在宅サービス費を合わせた介護給付費はゆる
やかな増加傾向となっています（図 2）。
　介護給付費の財源は、国・県・町などが支
出する公費が約半分と、40 ～ 64 歳の人の
負担分が 27％、残りの約 23％を町の 65 歳
以上の人の保険料でまかなっています。
　介護を社会全体で支える介護保険制度への
ご理解とご協力をお願いします。
▶問合せ　福祉課（☎ 766 − 8701）

平成 30 年度 介護保険の運営状況

在宅利用人数

施設利用人数

施設サービス費

在宅サービス費
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900
800
700
600
500
400
300
200
100
0

1,000

0

90
80
70
60
50
40
30
20
1010

100

利
用
者
数
（
10
人
）

124

351

301

206

113

138

158

321

284

202

156

136

114

159

1,372

124

337

274

198

135

141

111

154

1,350
1,477

1,400

1,200

1,000

800

600

400

200

0
平成 26 27 28 29 30 年度

20

10

40

30

60

50

70

0

支援 1

支援 2

介護 1

介護 2

介護 3

介護 4

介護 5

高齢化率
210

124

354

290

201

124

158

153

1,454

174

124

331

300

219

105

163

179

1,513

216

1,600

図１ 図２

保
険
給
付
費
（
千
円
）

認
定
者
数
（
人
）

高
齢
化
率
（
％
）

インターネットで確認！
　Web 版猪名川町防災マップ

「もしも」の時のために確認を！

　町では、昨年の７月に町内の洪水浸水想
定区域や土砂災害警戒区域の確認ができる

冊子版の「猪名川町防災マップ」
を作成し、皆さんにお配りして
います。
　2 月からは、新たにインター
ネットで確認できる「Web 版
防災マップ」のサービスを開始
しました。

マップの切り替え機能で見やすく！

　Web 版は、パソコンやスマートフォンなど
で利用でき、画面上でマップを拡大して細かな
ところまで確認することができます。また、洪
水浸水想定区域、土砂災害警戒区
域ごとにマップを切り替えること
ができ、見やすくなっています。
選択した範囲を印刷することもで
きるので、ぜひご家庭や地域の集
会などでもお使いください！

ご利用は、町ホームページのトップページ「防災情報」の防災マップ（Web 版）から
▶問合せ　危機管理室（☎ 766 − 8703）

　近年、全国的に児童生徒の間で深刻ないじめや自死、自傷行為など
が多発していることが大きな問題となっています。
　町では、他人を思いやる心や、自らの心と身体を大切にする心を養
うため、子どもたちに対して命の尊厳を考える授業を実施しています。
▷問合せ　学校教育課（☎766−6006）

　

命
の
授
業
で
は
、
各
校
の
課
題
に
応
じ

た
テ
ー
マ
を
設
定
し
、
医
師
や
弁
護
士
、

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
な
ど
の
専
門
の
講
師
を
各

学
校
へ
招
き
、
様
々
な
テ
ー
マ
で
講
演
会

な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

例
え
ば
「
い
じ
め
」
を
テ
ー
マ
に
し
た

講
演
で
は
、
法
律
の
専
門
家
で
あ
る
弁
護

士
か
ら
、
い
じ
め
は
「
犯
罪
行
為
」
で
あ

り
、
被
害
者
は
も
ち
ろ
ん
加
害
者
の
人
生

も
大
き
く
狂
わ
せ
て
し
ま
う
こ
と
を
学
び

ま
し
た
。
ま
た
、
犯
罪
被
害
者
の
方
の

辛
い
経
験
談
を
聞
く
授
業
で
は
、「
人
の

気
持
ち
に
な
っ
て
考
え
る
」
と
い
う
こ

と
を
学
び
ま
し
た
。
赤
ち
ゃ
ん
と
の
ふ
れ

あ
い
体
験
で
は
、
そ
の
お
母
さ
ん
の
話
を

聞
き
、
親
の
思
い
や
自
分
の
価
値
に
気
づ

く
こ
と
が
で
き
た
生
徒
も
多
い
と
思
い
ま

す
。
一
方
で
、医
師
に
よ
る
「
が
ん
教
育
」

で
は
、「
が
ん
」
に
対
す
る
知
識
を
習
得

し
、
生
活
習
慣
病
予
防
の
た
め
の
規
則
正

し
い
生
活
の
確
立
な
ど
、
健
康
面
か
ら
命

を
大
切
に
す
る
こ
と
を
学
ん
で
い
ま
す
。

　
「
命
」
に
携
わ
る
あ
ら
ゆ
る
立
場
の
人
た
ち

の
声
を
聴
き
、
改
め
て
友
だ
ち
や
家
族
、
そ

し
て
自
分
自
身
を
大
切
に
す
る
こ
と
を
考
え

る
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

学校名 実施日 対象 講師 テーマ

猪名川小学校 1 月 30 日 5・6 年 神戸学院大学大学院生 いじめ予防につながる学習

楊津小学校 6 月 12 日 全校 いつも心にマウンテン事務
局 登天ポールさん

しあわせマウンテンをめざして
～ともだちはたからもの～

大島小学校 12 月 19 日 5・6 年 大阪府こども家庭サポー
ター 辻 由紀子さん

友だち関係でストレスたまって
ない？～こころのスキルアップ
講座～

松尾台小学校 1 月 28 日 6 年 川西市医師会医師 がん教育

白金小学校
6 月 26 日 6 年 SIN 法律労務事務所弁護士 他者を思いやる心や自らの身体

を大切にする心を養う

1 月 17 日 全校 いつも心にマウンテン事務
局 登天ポールさん 阪神淡路大震災から学ぶ「共助」

つつじが丘小学校
10 月 4 日 6 年

兵庫県弁護士会弁護士 法律を基にしたいじめへの理解
１月 17 日 5 年

中谷中学校 11 月 22 日 全校 ひょうご被害者支援センター 犯罪被害者遺族による講演

六瀬中学校 ７月１日 全校 臨床心理士 中村 経子さん いじめ・人間関係について
「みんなちがってタイヘンだ」

猪名川中学校 10 月 9 日 2 年 NPO 法人ママの働き方応
援隊

赤ちゃん先生による育児体験講
習

【令和元年度　各学校で行われた「命の授業」】

学校教育課
石田 健一郎主幹

命
の
大
切
さ
を
学
び
考
え
る

　 
命
の
授
業
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